
旧梶村氏庭園

指定区分 国登録記念物

読みかた きゅうかじむらしていえん

所在地 津山市東新町・西新町

指定年月日 平成24年1月24日

解説

近世津山藩の城下町に存在する住宅庭
園である。近世末期から昭和初期にかけ
て主な建築が完成し、茶室周辺の露地庭
とともに、座敷に面して石組の池泉庭園が
設けられた。　特に、池泉の南西隅に設け
られた石組の築山と滝石組が注目され
る。地盤の高まりを造り、その強度を維持
するために、敷地の南西隅部にＬ字形のコ
ンクリート擁壁を設け、その正面と前面に
大規模な巨石からなる滝石組を造ってい
る。大小の石の間隙には灌木や下草があ
しらわれ、湧き落ちる水の流れとともに、
深山幽谷を象った築山及び石組の形姿に
は、力強さと独特の意匠が見られる。当地
に伝わった近代の庭園文化の一端を知る
上で意義深い事例である。

アクセス方法
ごんごバス東循環線・小循環線西新町下
車

公開状況
城東むかし町家として公開中。入館9:00～
16:30，無料，休館：火曜（祝日の場合は翌
日），問合先：0868-22-5791

設備

備考


